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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、白血球免疫グロブリン様受容体（LIR）ファミリーのメンバーであり、染色体領域19q13.4の遺伝子クラスターに存在します。コードされるタンパク質は、2つまたは4つの細胞外免疫グロブリンドメイン、1つの膜貫通ドメイン、および2つまたは4つの細胞質免疫受容体チロシン阻害モチーフ（ITIM）を含むLIR受容体のサブファミリーBクラスに属します。この受容体は免疫細胞上に発現し、抗原提示細胞上のMHCクラスI分子に結合して、免疫応答の刺激を抑制する負のシグナルを伝達します。炎症反応と細胞傷害性を制御し、免疫応答を集中させ、自己反応性を抑制すると考えられています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン:免疫受容体チロシン阻害因子モチーフ（ITIM）と呼ばれる細胞質モチーフを4つ含みます。このモチーフは細胞応答の調節に関与しています。リン酸化ITIMモチーフは、いくつかのSH2含有ホスファターゼのSH2ドメインに結合できます。,機能:クラスI MHC抗原の受容体です。HLA-A、HLA-B、HLA-C、およびHLA-Gアレルの広範囲を認識します。ヒトサイトメガロウイルスクラスI MHCホモログであるH301/UL18の受容体です。リガンド結合により抑制シグナルが伝達され、免疫応答が抑制されます。ナチュラルキラー細胞またはT細胞に存在するLILRB1がクラスI MHC分子と結合することで、標的細胞が溶解から保護されます。 HLA-BまたはHLA-Eとの相互作用により、FCER1Aによって引き起こされるシグナルが阻害され、セロトニンの放出が阻害されます。FCGR1Aを介した細胞タンパク質のリン酸化と細胞内カルシウムイオンの動員が阻害されます。,PTM：チロシン残基がリン酸化されます。PTPN6によって脱リン酸化されます。,類似性：4つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含みます。,サブユニット：リン酸化されるとPTPN6に結合します。FCER1AおよびFCGR1Aに結合します。,組織特異性：主にB細胞と単球に発現し、樹状細胞にも低レベルで発現します。T細胞とナチュラルキラー（NK）細胞にも少量検出されます。,
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	LIR-1ポリクローナル抗体を用いたSKOV3細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

